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Ⅰ．『国土学』から始まる物語 
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国土学の教科書 『国土と日本人』（大石久和著） 
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「われわれは、先人たちの努力の成果のうえで暮している 

 われわれは、世界の人々と競争しながら生きている」 

国土への働きかけ 

国土の歴史的形成 国土の国際比較 

地球史軸 

時間軸 

長年の国土への働きかけの努力が
結実した「現在の国土」をどう引
き継いでいくのか、どう改善して、
次の世代に渡すのか 

空間軸 

国土経営（この学問化としての「国土学」） 
国土の自然条件 

国土の社会条件 
の差を認識する。 

国土への働きかけをしないと、
恵みを受け取れない 

世界の人々は国土をどのように改
善し、生活の安全・生活の効率を
上げようとしているのか、それに
対して、わが国の経済競争力をど
う発展させていけばよいのか 

『国土学』とは・・・ 

5 ※ 大石久和氏（(財)国土技術研究センター）資料より 

 日本の国土は自然災害に対して、如何に脆弱で
あるか                           
⇒欧州先進国と比べ「１０のハンディキャップ」 

 この国土の上で、日本人は何度も何度も大きな
災害に見舞われながら、その都度苦しみを乗り
越え、立ち上がってきた。 

 人の生活にとって、道路等の社会資本（インフラ・
ストラクチャ）が如何に重要であるか。 

 先人たちが残してくれた財産の上に、今の生活
がある。したがって、現世代のわれわれは、これら
の資産を改善し、将来世代に引き継いでいかな
ければならない。 

 世界の国々と競争しながら生きていくためにも。 
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脆弱な国土と厳しい自然条件（10のハンディ・キャップ） 

7 ※ 大石久和氏（(財)国土技術研究センター）資料より。 

①国土形状 
南北2,000㎞、東西2,000㎞に及ぶ細長い国土（幅
は最大で250㎞程度） 

②四島 海峡により陸地が分断。多数の島嶼部で構成 

③脊梁山脈 

細長い国土を2000ｍ級の山脈が縦貫し、日本海側
と太平洋側に二分。 
河川は急勾配で短く、流域面積も小さい。 
（国土は109の１級水系と2722の２級水系が作る分
水嶺で細かく分割） 

④地質 
国土面積の70％を占める山岳地帯は崩落しやすい
風化岩や複雑な岩種で構成 

⑤平野 

河口部か山間盆地にしか平野が無く、狭い平野が
分散している上に、国土面積に対する比率が小さ
い（低地：13％、台地：12％）。 
全ての大都市は河川の氾濫区域に存在 

脆弱な国土と厳しい自然条件（10のハンディ・キャップ） 

8 ※ 大石久和氏（(財)国土技術研究センター）資料より。 

⑥軟弱地盤 大都市区域のほとんどが軟弱地盤の上にある 

⑦地震・津波 
国土面積が世界の地表面積の0.25％しかないのに、
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ4以上の地震の約10％が日本で発生（ﾏ
ｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ6以上では全世界の20％） 

⑧豪雨 
多雨：地球総平均(800㍉)の2倍以上の年間降雨
(1,400～1,600㍉）があるが、梅雨末期と台風期に集
中（⇒脆弱な水資源、大きな災害リスク） 

⑨強風 台風の通り道に沿うかたちで列島が展開 

⑩豪雪 

国土面積の60％が積雪寒冷地域 

（年間累計降雪深4m超の豪雪地帯に大都市が存
在） 

パリ 東京 

地震力 考慮する必要がない 大きな地震力を考慮
しなければならない 

地盤条件 岩盤上にある 軟弱地盤上にある 

強風特性 ハリケーンは来ない 頻繁に台風の襲撃を
うける 

氾濫原 洪水によって氾濫する
ことはない 

多くの地域が浸水して
しまう 

パリに比べ二重・三重のハンディ・キャップを抱える東京 

9 ※ 大石久和氏（(財)国土技術研究センター）資料より 

阪神高速道路の橋脚 シャルル・ド・ゴール空港のアクセス道路の橋脚 

フランスと日本の橋脚の違い 

10 ※ 大石久和氏（(財)国土技術研究センター）資料より 

 日本の国土は自然災害に対して、如何に脆弱で
あるか                                     
⇒欧州先進国と比べ「１０のハンディキャップ」 

 この国土の上で、日本人は何度も何度も大きな
災害に見舞われながら、その都度苦しみを乗り
越え、立ち上がってきた。 

 人の生活にとって、道路等の社会資本（インフラ・
ストラクチャ）が如何に重要であるか。 

 先人たちが残してくれた財産の上に、今の生活
がある。したがって、現世代のわれわれは、これら
の資産を改善し、将来世代に引き継いでいかな
ければならない。 

 世界の国々と競争しながら生きていくためにも。 

 
11 出典：国土交通省東北地方整備局資料より作成 

東北道、国道４号の
縦軸ラインを確保 

東北道、国道４号からの横軸ラインを確保 
→３月１２日：１１ルート 
→３月１４日：１４ルート 
→３月１５日：１５ルート 
 （１６日から一般車両通行可） 

国道４５号は、３月１８日までに９７％が
通行可能となる等、道路啓開は概ね終了。 
３月１８日より応急復旧の段階に移行。 

＜第１ステップ＞ ＜第２ステップ＞ ＜第３ステップ＞ 

津波被害で大きな被害が想定される沿岸部への進出
のため、「くしの歯型」救援ルートを設定 

「くしの歯」作戦－三陸沿岸地区の道路啓開・復旧 
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出典：国土交通省東北地方整備局ホームページ 

緊急輸送路として機能した東北道・国道4号・東西軸 

13    ：日刊建設工業新聞 2011年（平成23年）3月18日より抜粋 

迂回路・避難路として機能した三陸道－『命の道』 

出典：国土交通省東北地方整備局ホームページ 

14 

防潮堤として機能した仙台東部道路－『命の道』 

出典：国土交通省東北地方整備局ホームページ 15 

 

    非日常から日常へ思いを巡らす 
出典：全国人口：「歴史人口学から読む日本」 鬼頭宏 
   全国耕地面積及び石高：「明治以前日本土木史」 土木学会 

国土への働きかけ（耕地面積の拡大）の積み重
ねが国の発展（人口の増加）に寄与。 

戦国 安土
桃山 

江戸 明治 

１７２０ 

室町 鎌倉 平安 

４,０００ 

３,０００ 

２,０００ 

１,０００ 

０ 

耕地面積 

（万町歩） 

５,０００ 

 

６００ 

石高 

（万石） 

４,０００ 

５００ 

４００ 

３,０００ 

３００ 
 

２,０００ 

１,０００ 

１００ 

２００ 

０ 

（年） 

注）縦軸の設定方法 

耕地面積は900年以降の伸びを、 
石高は1550年以降の伸びを、 
それぞれ人口の伸びと比較できるよう設定。 

９００    １０００   １１００   １２００   １３００   １４００   １５００  １６００   １７００   １８００   １９００ 

       人口       耕地面積       石高 

人口（万人） 

５,０００ 

国土への働きかけと恵み 

人口、耕地面積、石高の推移 

16 ※ 大石久和氏資料より 

日本という国家の形成 

利根川Tone Riverより 

利
根
川
東
遷
概
要
図 

出典：国土交通省利根川上流河川事務所ウェブサイト 

徳川家康の江戸入府を契機に、江戸湾（現東京湾）
から銚子へと流路を替える利根川東遷事業が開始 

文禄３年（1594会の川締切）から60年の歳月をかけ
て、承応３年(1654)、赤堀川通水により概成 

会の川締切 1594 赤堀川開削 1624～（通水1654） 

利根川の東遷 
国土への働きかけと恵み 

17 ※ 大石久和氏（(財)国土技術研究センター）資料より 

首都東京の基礎 
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出典：平成18年度 地下鉄講演会「最近の鉄道技術行政の歩みについて」 国土交通省鉄道局技術企画課長 河合篤 
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東京～大阪間の所要時間の変遷 
国土への働きかけと恵み 

18 ※ 大石久和氏（(財)国土技術研究センター）資料より 

戦後からの復興、経済成長 
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国土への働きかけと恵み 

東海道の両端を毎週移動する私（2012年） 

五畿七道の一つで、 

伊賀国（三重県西部）から
常陸国（茨城県）に至る 

本州太平洋側・中部を指す
行政区分 

東海道 【週末】  片道４時間30分の往復 
伊賀上野（実家）⇔二子新地（自宅） 
東急・田園都市線 
横浜市営地下鉄・ブルーライン 
ＪＲ・東海道新幹線 
ＪＲ・関西本線 

【平日】  片道2時間＋αの往復 
二子新地（自宅）⇔つくば（勤務地） 
東急・田園都市線 
東京メトロ・半蔵門線＋千代田線 
つくばエクスプレス 
関東鉄道バス 

交通インフラ
の整備効果 

19 
親の死を看取る、遠距離通勤 

0%

20%
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（S30）
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（S35）
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（S40）

1970

（S45）
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（S50）

1980

（S55）

1985

（S60）

1990

（H2）

1995

（H7）

2000

（H12）

2005

（H17）

2010

（H22）

自宅・その他

助産所

診療所

病院

出典：「人口動態調査」厚生労働省 http://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/09/s0905-7d.html 他 

個別移動手段である自動車が各家庭のなかに浸透 
⇒ 病院や診療所で生まれる子供が増加 

出生場所の変化 
国土への働きかけと恵み 

20 ※ 大石久和氏（(財)国土技術研究センター）資料より 

新しい生命を守る 

42.1 

34.2 

29.1 

25.4 

19.9 

33.8 

37.4 

34.8 

29.2 

35.3 

8.7 

11.0 

15.6 

23.3 

20.3 

15.4 

17.4 

20.5 

22.2 

24.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1965～1967年

（昭和40～42年）

1974～1976年

（昭和49～51年）

1984～1986年

（昭和59～61年）

1994～1996年

（平成6～8年）

2006～2008年

（平成18～20年）

100㎞以下 101㎞～300㎞ 301㎞～900㎞ 901㎞超

出典：「高速道路便覧2009」（P191） 

東京中央卸売市場の野菜出荷額（金額）における
東京からの距離帯別シェアの推移 

注１： 100km 以下（千葉、埼玉、東京、神奈川） 101km～300km（福島、茨城、栃木、群馬、山梨、静岡、長野） 
    901km 超（北海道、山口、愛媛、高知、九州７県） 301km～900km（その他の府県） 
注２：沖縄県及び外国からの入荷高を除く 

24.1％ 

44.8％ 

資料）東京都中央卸売市場年報 

都民の食生活を支える道路網の整備 
国土への働きかけと恵み 

21 ※ 大石久和氏（(財)国土技術研究センター）資料より 

食生活を支える 

道路延長 対象 出典 

日本 6,301km 自動車専用道路、一般国道 平成17年度 道路交通センサス 

イギリス 8,483km 
Motorway、Dual Carriageway 

（市街地を除く） 
Tele Atlas MultiNet 2005（道路網）、Transport Statistics 2005（道路延長） 
The Highway Code, UK Department of Transport (制限速度)、注）延長はGreat Britainのみ 

フランス 10,509km 高速道路 
Tele Atlas MultiNet 2005（道路網）、Code de la Route（制限速度） 
フランス設備省（2005年末）（道路延長） 

ドイツ 12,174km アウトバーン Tele Atlas MultiNet 2005（道路網）、Verkehr in Zahlen 2005/2006（道路延長） 

イタリア 6,532km 高速道路 Tele Atlas MultiNet 2005（道路網）、Aiscat Informazioni2005 (道路延長） 

日本 

ドイツ 

フランス 

イタリア 

イギリス 

※日本は制限速度80km/h以上 

日英仏独伊道路ネットワーク比較 
（制限速度100km/h以上） 

22 

国際比較（世界との競争） 

※ 大石久和氏（(財)国土技術研究センター）資料より 

十分なのか？ 

日本 

ドイツ 

フランス 

イタリア 

道路延長 対象 出典 

日本 21,908km 自動車専用道路、一般国道 全国デジタル道路地図データベース標準、平成17年度 道路交通センサス 

イギリス 39,054km 
Motorway、Dual Carriageway、 Single 

Carriageway（市街地を除く） 
Tele Atlas MultiNet 2005（道路網）、Transport Statistics 2005（道路延長） 
The Highway Code, UK Department of Transport （制限速度）、注）延長はGreat Britainのみ 

フランス 37,008km 高速道路、国道 
Tele Atlas MultiNet 2005（道路網）、Code de la Route（制限速度）、 
フランス設備省（2003年末）（道路延長） 

ドイツ 44,097km 
アウトバーン、連邦道路 

（市街地を除く） 
Tele Atlas MultiNet 2005（道路網）、Statisticsches jahrbuch 2004（道路延長） 

イタリア 27,395km 高速道路、国道 Tele Atlas MultiNet 2005（道路網）、Anuuario statisco italiano 2003 （道路延長） 

イギリス 

日英仏独伊道路ネットワーク比較 
（制限速度60km/h以上） 

23 

国際比較（世界との競争） 

※ 大石久和氏（(財)国土技術研究センター）資料より 
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諸外国では、近年も日本を上回るペースで高速道
路を整備（特に中国は超ハイペースで整備） 
（単位：ｋｍ） 

中国 

米国 

日本 

フランス ドイツ 

＜中国＞ 
2007年には、1年間で 
約8,600kmを整備 

2009 

＜日本＞ 
年間117km増 

韓国 

注）1987年を基準年（ゼロ）として、その後各国がどれだけ高速道路を整備したかの比較 
資料）米：Highway Statistics、仏：Memento de transport、独：Verkehr in Zahlen、 
    日本：国土交通省資料（高速自動車国道）、中国：中国統計年鑑、韓国：国土海洋部統計年報 

  1999年  →  2009年 
年平均増加量 
（直近10年間） 

中国 11,605km → 65,055km 5,345（km/年） 

アメリカ 89,217km → 93,533km  432（km/年） 

韓国 2,041km → 3,776km  174（km/年） 

フランス   9,626km → 11,163km 154（km/年） 

ドイツ 11,309km → 12,594km  129（km/年） 

日本 6,615km → 7,787km  117（km/年） 

＜諸外国の高速道路整備延長の変化＞ 

1999 

国際比較（世界との競争） 

諸外国における高速道路整備スピード 

24 ※ 大石久和氏資料より 

十分なのか？ 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%94%E7%95%BF%E4%B8%83%E9%81%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Gokishichido.svg
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Ⅱ．国土教育の歴史と日本人 

25 

詳しくは、JICE REPORT 第16号・第17号をご覧下さい。 

国土教育と日本人 

  現在、われわれが享受している豊かで安全な生活は、われわれ
のご先祖様が農業基盤や交通基盤を整備し、川を治め、水資源を
開発するなど、絶え間なく国土に働きかけることによって、国土から
恵みを返してもらってきた歴史の賜物である。 
  従って、現代に生きるわれわれの世代も、国土に対して働きかけ
を続け、将来世代に対して、より良い社会基盤を引き継いでいかな
ければならない。そのためには、われわれ日本人の国土への働きか
けの歴史について、また世界の国々の国土への働きかけの成果や
現在の努力について、不断に学び続けることが求められている。 

 わが国の小中高等学校教育では、社会科（地理歴史科）の
教育内容はどうなっているのか？ 

 日本という国家を担っていくために必要な知識・教養を学ぶ
ことは出来ているか？ 

 改善の方向性は？ 
（柳田国男、Ｆ・ブローデル、内村鑑三の思想と『国土教育』） 

26 

柳田国男監修の社会科教科書（小６）最終稿 

出典：柳田国男 昭和28年5月『日本の社会 六年下』実業之日本社 
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青少年の意識調査の国際比較（日本青少年研究所）① 

 「高校生の意欲に関する調査」（2006年・秋） 
 「暮らしていける収入があればのんびりと暮らしていきたいと思う」 

⇒ 米国13.8％、中国17.8％、韓国21.6％、日本42.9％ 

 「偉くなりたいと思う」 
⇒ 米国66.1％、中国85.8％、韓国72.3％、日本44.1％ 

 

 「中学生・高校生の生活と意識に関する調査」（2008年・秋） 
 「私の参加により、変えてほしい社会現象が少し変えられるかも知れない

と思う」 
⇒ 中学生で、米国53.3％、中国58.3％、韓国66.5％、日本37.3％ 
   高校生で、米国69.8％、中国62.7％、韓国68.4％、日本30.1％ 

 「自分はダメな人間だと思う」 
⇒ 中学生で、米国14.2％、中国11.1％、韓国41.7％、日本56.0％ 
   高校生で、米国21.6％、中国12.7％、韓国45.3％、日本65.8％ 

減 

増 

出典：日本青少年研究所「国内外の青少年の意識及び行動についてのアンケート調査」 
28 

青少年の意識調査の国際比較（日本青少年研究所）② 

 「高校生の生活意識と留学に関する調査」（2011年・夏～秋） 

 「私は他の人に劣らず価値のある人間である」 

36.5 

37.4 

46.1 

7.3 

50.3 

49.4 

33.5 

32.4 

12.1 

10.4 

12.5 

48.7 

1.2 

1.3 

4.8 

10.9 

0 

1.5 

3.0 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

韓国 

中国 

米国 

日本 

よくあてはまる まああてはまる 

あまりあてはまらない 全くあてはまらない 

無回答 
出典：日本青少年研究所、一ツ橋文芸教育振興会「高校生の生活意識と留学に関する調査」 29 

青少年の意識調査の国際比較（日本青少年研究所）③ 

 「高校生の生活意識と留学に関する調査」（2011年・夏～秋） 

 「社会のために役立つ生き方をしたい」 

34.1 

42.9 

54.3 

25.1 

49.4 

43.4 

33.8 

50.9 

14 

8.7 

8.3 

19.1 

1.7 

3.0 

2.0 

4.5 

0.7 

2.0 

1.6 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

韓国 

中国 

米国 

日本 

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 

全くそう思わない 無回答 

出典：日本青少年研究所、一ツ橋文芸教育振興会「高校生の生活意識と留学に関する調査」 30 
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青少年の意識調査の国際比較（日本青少年研究所）④ 

 「高校生の生活意識と留学に関する調査」（2011年・夏～秋） 

 「自国が危機な状況になったら国のために何でもする」 

7.2 

33.7 

18.3 

4.9 

38.0 

45.9 

36.3 

24.8 

44.0 

14.4 

28.7 

49.9 

10.6 

4.7 

14.2 

20.0 

0.1 

1.3 

2.4 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

韓国 

中国 

米国 

日本 

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 

全くそう思わない 無回答 

出典：日本青少年研究所、一ツ橋文芸教育振興会「高校生の生活意識と留学に関する調査」 31 

学習指導要領の変遷（小中学校社会科） 

 昭和22年度版（試案） ⇒ 「問題解決学習」「生活単元学習」主体で、 
                多くの時間が配当された。 

   ＧＨＱによって戦後禁止されていた修身・歴史・地理が、 
 新教育制度発足とあわせ「社会科」として再生。 

 昭和30年度版 ⇒ 単元学習から系統性重視へ 

 昭和33年10月施行 ⇒ 系統性を重視したカリキュラム、「道徳」の特設 

 現代化カリキュラム（S46・47施行） 
 

 ゆとりカリキュラム（S55・56施行）  
 

 旧学習指導要領（H4施行） ⇒ 小学校１・２年の社会科が廃止され、 
                    「生活科」が創設 

 学習指導要領（H14施行） 

 

 新学習指導要領（H23～段階実施） ⇒ 教育基本法改正を踏まえ充実  

 

⇒ 学校完全週５日制の下、「総合的な 
  学習の時間」が創設 

⇒ 戦後最高レベルの濃密な学習  
  指導要領 

⇒ 授業時数と指導内容が大幅に 
  削減 

32 （小学：自然災害、中学：日本・世界地誌 等） 

私 

子 

小学校「社会科」教科書と国土教育 

 授業時間数の減少（「現代化カリキュラム」→「～H22」で1/3減） 
 昭和46年施行指導要領 ： 小４～６年の社会科授業時間合計で420時間／3年 

 平成14年施行指導要領 ： 小４～６年の社会科授業時間合計で275時間／3年 
 

 『国土（郷土）を開発してきた先人達の努力』 －小学４年生－ 
 昭和45年検定教科書 ： 「開発のむかしといま」という単元で46頁 

（東京書籍）          ・ 相模原台地の新田開発・ダム 
                 ・ 箱根用水 
                 ・ 高浜山の砂防林（出雲市） 
                 ・ 天竜川の堤防 
                 ・ 八郎潟の干拓 
                 ・ 高速道路、観光道路、住宅用地、水道等々 
                「交通の発達」という別単元で46頁 
                 ・ 江戸時代以降の交通の歴史（道路、水運） 
                 ・ 鉄道整備の歴史と鉄道網 
                 ・ 鉄道をしく苦心（トンネル、橋梁） 
                 ・ 交通の発達と産業への影響等 

 平成16年検定教科書 ： 「大河原用水（八ヶ岳山麓）の開発」について14頁 

私（現代化カリキュラム）と子どもの小学生時代では、
圧倒的に国土への働きかけに関する学習量が違う 33 

中学校「地理分野」教科書と国土教育① 

 昭和30年の学習指導要領以降、地理分野の検定教科書の
学習項目・内容は、大きく変わっていないように見える。 

出典：五味文彦・斎藤功・高橋進ほか45名 平成17年検定済 『新編 新しい社会 地理』 東京書籍 

わが国の国土・自然条件（火山や地震が多い、平野が狭い、
川が急で短い、台風が来る等）については、いずれの時代の
教科書においても、学習可能 

34 

中学校「地理分野」教科書と国土教育② 

中学地理分野教科書は重要な「国土教育」の材料であるが、
教科書記載分量及び授業時間数の大幅削減により、十分な
思考が深まっていかない学習環境へ 

 「現代化カリキュラム」の昭和46年検定教科書と、平成17年検
定教科書を比較すると、全体頁数は2/3に削減 
（本文323頁→215頁） 
 

 「現代化カリキュラム」では、日本の地誌、世界の国々の地誌を
系統的・網羅的に学習することができたのに対して、平成17年
検定教科書では、ごく一部の地誌しか学ぶことができない 
 例えば、世界の地誌については、アメリカ、中国、フランスについては  

学べるが、あとはブラジル、マレーシア、オーストラリア、ガーナについて 
補足的に学べる程度 

出典：いずれも東京書籍版検定済教科書より 35 

※ 新学習指導要領を踏まえた平成24年度以降の教科書では
「世界の諸地域の地理」「日本の諸地域の地理」が復活 

中学校「歴史分野」教科書と国土教育（平成17年検定） 

 歴史分野教科書（平成17年検定）は、歴史上の著名な人物や
文化遺産等を主人公とする「政治史・人物史」「事件・出来事
史」となっているため、国土形成の歴史や社会資本の役割や
効果、社会資本整備に携わってきた人々の苦労など「国土教
育」に関係する記述は限定的 

「国土教育」を学ぶ材料として、現在の「歴史分野」教科書
に効果的な役割を期待することは難しい 

出典：五味文彦・斎藤功・高橋進ほか45名 平成17年検定済 『新編 新しい社会 歴史』 東京書籍 ほか 36 

渡来人が灌漑用のため池をつくる技術を伝えた（５世紀頃） 
平城京の整備、都と国府を結ぶ道路の整備（奈良時代） 
行基のみちぶしん（橋や用水路の整備）（奈良時代） 
平清盛による兵庫港整備（平安時代末期） 
農村における灌漑用水路の整備や管理（室町時代） 
東海道など五街道の整備と宿駅・関所の整備（江戸時代） 
幕府の新田開発（江戸時代） 
鉄道の開通、汽船の運航、電信網整備、北海道開拓（明治維新） 
鉄道ネットワークの整備と国有化（明治時代） 
関東大震災後の復興・都市計画（大正～昭和時代初期） 等 
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中学校「歴史分野」教科書と国土教育（昭和20年代） 

⇒ 都市や村の形成の歴史、これらを結びつける交通の発達の歴
史、 
   海外の都市形成・交通発達の歴史との比較 等 

 単元学習の時代の教科書（昭和27年検定） 
 「都市や村の生活はどのように変わってきたか（中学2年･単元Ⅰ）」 

＝ 約100頁 

 「世界の諸地域はどのように結びついてきたか（中学1年･単元Ⅳ）」 
＝ 約100頁 

戦後、昭和20年代の教科書で授業を受けた者は、長年の国
土への働きかけの努力が結実した「現在の国土」をどう改善し
て次の世代に渡すのかについて、思いをはせることが可能で
あった。 
また、世界をも視野に入れた自立した物差しで考えることが 
できたのではないか。 

出典：海後宗臣 昭和27年検定済 『新しい社会科 中学1年 上』『同 下』『中学2年 上』『同 下』 東京書籍 37 

中学校「公民分野」教科書の内容の変化① 

 家庭教育の扱いが極めて小さくなった 
 昭和27年検定教科書 ： 

 

 平成17年検定教科書 ： 『個人と社会生活』という節中で、実質2頁弱 

 

 政府（行政）や公務員の役割が小さくなった 
 昭和27年検定教科書 ： 「政府や公務員の役割」について約25頁 

                うち、「国の実施する社会資本整備関係記述」 
                のみで約2頁 

 平成17年検定教科書 ： 「行政」について9行、「公務員」について7行 

 

 自由主義から平等主義へ 
 昭和27年検定教科書 ： 「自由主義」を中心として約90頁 

 平成17年検定教科書 ： 「自由権」について2頁、「平等権」について6頁 

 
出典：いずれも東京書籍版検定済教科書より 

「学校生活」について約40頁、
「家庭生活」について約30頁 

38 

中学校「公民分野」教科書の内容の変化② 

 文化・芸術や宗教知識教育の空洞化 
 昭和27年検定教科書 ： 「文化」全体で168頁 

                 （うち「宗教」「芸術」「科学」各約50頁） 

 平成17年検定教科書 ： いずれも数行の世界 

戦後、自立すら許されなかった時代でさえ、これだけの学
習指導要領や社会科教科書を作って、次の世代の国民
の教育に力を注いだ先人達の努力を、現世代のわれわれ
は今こそ見つめ直すべきではないか。 

出典：いずれも東京書籍版検定済教科書より 39 

現行高等学校「地理Ｂ」教科書の例（帝国書院）① 

出典：高橋彰・平戸幹夫・片平博文・矢ケ崎典隆・内藤正典・杉谷隆・松本淳・戸井田克己・友澤和夫 
     平成18年検定済 『新詳地理Ｂ 初訂版』 帝国書院 40 

現行高等学校「地理Ｂ」教科書の例（帝国書院）② 

出典：高橋彰・平戸幹夫・片平博文・矢ケ崎典隆・内藤正典・杉谷隆・松本淳・戸井田克己・   
    友澤和夫 平成18年検定済 『新詳地理Ｂ 初訂版』 帝国書院 

41 

高等学校「地理Ｂ」教科書と国土教育③ 

 

 「昭和31年検定済教科書」 

－ 産業（農業等）が国土への働きかけであることの説明 － 

出典：いずれも帝国書院版検定済教科書より 

⇒ 農業だけでなく、牧畜、水産、林業、そして工業に至るまで、  
  教科書（経済地理分野）で取り上げられている全ての産業 
  の最初の記述の部分で、それぞれの産業と国土（地理的 
  条件）との関係がしっかり説明されている。 

－ 交通の発達と機能に関する説明 － 

記述内容 記述頁数 

 昭和31年 
  検定教科書 陸上交通（道路、鉄道）と

水上交通（内陸水路、 
海上交通）が中心 

14頁 

 昭和53年 
  検定教科書 

6頁 

 現行の教科書 航空交通が中心 3頁 

大
幅
に
削
減 

42 
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高等学校「地理Ｂ」教科書と国土教育④ 

 「昭和31年検定済教科書」 

 「国はその国民をつくっていこうとする意欲と情熱をもって 
いるものでなければならない。」 

 「国土としてまとまった統一あるものに組織されて行くには、
国の力が問題となる。すなわち国の位置、形、大きさ、経済
力、軍事力、その民族の文化的社会的な強さの総合された
ものが国力である。」 

 「国力を決定づけるものとして、国土の広さと共に、国民 
人口とその素質および国民の国家意識があげられる。」 
 

 「昭和53年検定済教科書」及び「現行の教科書」 
⇒ 「国家」を論じる箇所はあるが、取り立てて紹介すべき内容 
は見あたらない。 

－ 国家についての説明 － 

出典：いずれも帝国書院版検定済教科書より 43 

高等学校地理教育が抱える課題 

 中学校社会科の履修内容の減少による影響  
 中学校で遊ぶ世界地理は、中国、アメリカ合衆国、ＥＵの一国のみ。 

     ⇒ 「地理」に関心が無い高等学校入学生の増加  

 学習指導要領（世界史のみ必修）の影響  
 「地理」の開講率および選択者数の減少 

     ⇒ 「地理」履修者は、全生徒の半数以下に低迷  

 大学入学試験の影響  
 私立文系；「地理」では受験できない大学・学部が多い。 

 国立文系；地理歴史科から２科目を課す大学・学部は稀。  

 私立理系；「地理」は受験科目外。 

     ⇒ 「地理」履修者の多くは理系の生徒。しかもセンター試験対策。  

 教員養成上の問題  
 「地理」を専門とする教員の減少 

⇒ 高等学校で「地理」を履修せず、大学でも専門として「地理」を学んで 
  いない教員が、「地理」の面白さを授業で伝えることは困難。 

44 

※新学習指導要領で改善 

高等学校社会科・科目別教科書需要数の推移 

「地理」「世界史」 
「日本史」３科目必修時代 

「現代社会」の必修化 
「世界史」の必修化 

地理 

世界史 

日本史 

出典：日本学術会議地域研究委員会人文・経済地理と地域教育（地理教育を含む）分科会、 
    人類学分科会 平成19年9月20日 『対外報告 現代的課題を切り拓く地理教育』 に加筆 45 

地理歴史教育復権に向けた取り組みと今後の展望 

 大学入試科目と高等学校履修科目の増加 

大学（文系学部）の入試科目数を増やし、「地理歴史科から２科目
以上選択」を標準化 

高等学校学習指導要領を見直し、地理、世界史、日本史の３科
目必修化 
 

 地理歴史教育全体の底上げ  

 「地理歴史に関する総合的な科目の設置」の検討 
 

 

 
      

 
 
 

 高質な教育者の育成と幅広い実践 

⇒ 暗記科目としての地理歴史科から脱却し、歴史的な視野（時間 
  軸）と世界的な視野（空間軸）を持って「現在を如何に生きるか」 
  を考えることの出来る「日本人」育成のための教育科目へ 

46 

フランスでは、地理と歴史はセットになった１つの科目であり、日本の中
学・高校にあたるコレージュ（11～15歳）とリセ（15～18歳）の７年間毎年必
修で学習する。 

わが国の社会科教育のイメージ 

時間軸 

「公民」 

「歴史」 

「地理」 表面 

深層 

47 

バラバラに浮遊する 
「地理」「歴史」「公民」 

フェルナン・ブローデル（1902-85年）著 『地中海』 

 スペイン帝国とオスマン・トルコ帝国が覇権を争っていた16世紀後半の
地中海世界に関する歴史書 

 正式著書名 『フェリーペⅡ世時代の地中海と地中海世界』 

 歴史学のみならず、民族誌学、地理学、植物学、地質学、科学技術な
ど隣接学問をも含めた広範かつ膨大な数の論文、報告書、出版物等を
駆使して著述した「全体の歴史書」 

 歴史の主人公を、政治史や外交史の主要な登場人物であるフェリーペ
Ⅱ世という個人ではなく、「地中海とそれを取り巻く地中海世界」とい
う、大きな「空間」にしたこと  
⇒ 「世界システム論（イマニュエル・ウォーラーステイン）」への流れ 

 空間（地理的条件や自然環境）が歴史において果たす役割に焦点が当
てられるとともに、歴史（時間軸）が段階的に成層化された三つの次
元、 
     －「地理的な時間（長期）」 
     －「社会的な時間（中期）」 
     －「個人の時間（短期）」 
に区別され、三部構成で展開されていること 48 
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【短期】
個人の時間

【中期】
社会的な時間

「表面の動揺であり、波立ちである。短く、急であり、神経質な揺れを持つ歴史」

事件・出来事（外交・戦争・政治・経済）

「人間集団の歴史であり、再編成の歴史」

経済・国家・社会・文明

「ゆっくり流れ、ゆっくり変化し、しばしば回帰が繰り返され、

絶えず循環しているような歴史」

山地・高原・平野・海・気候・都市と交通

時間軸

表面

深層

【長期】
地理的な時間

人間の国土へ
の働きかけ

国土から
人間への恵み

歴史の深層としての「国土」 

＝ Fernand Braudelの『地中海』に学ぶ 

49 

まず初めに山地（山地と諸文明・諸宗教） 

「山は、ふつう、都市や低地国の創造である諸文明から離れた世界であ
る。山の歴史、それは諸文明をいささかも持たないことであり、ほとんどい
つも文明普及の大きな流れの周縁にあることである。（中略）十六世紀に
は至るところで、高地の世界は、地中海の支配的な諸宗教にほとんど興
味を示さない。至るところに、山岳生活のずれがあり、遅れがある。」 

 山地にとって、ローマ帝国はほとんど重
要でなかった。 

 山地はラテン語を受け付けなかった。 

 １６世紀の山地では、カトリックにとって
もイスラム教にとっても、伝道の任務は
達成されるにはほど遠い状況であっ
た。一方、いわゆる魔術が長く生き残
るのも山の世界であった。 

【フランスとピエモンテの間のアルプス山脈】 

50 出典：フェルナン・ブローデル  (著),  浜名  優美  (翻訳)  平成3年－7年  『地中海』（全5巻）  藤原書店  

山地から平野へ 

「おそらく山は、その起源において、この海の歴史を作りさえしたのだ。（中
略）平野は、もとは淀んだ水とマラリアの領分であったという事実がある。
あるいは大河の変わりやすい水が溢れ出てくる地帯であった。人の住む
平野、これは今日では繁栄のイメージであるが、それが達成されたのは遅
く、何世紀にもわたる集団の努力の骨折りの結果である。」 

 平野…かつてはマラリアや洪水の  
      リスクを抱えた土地  

 その阻止と灌漑用水の獲得（＝土
地改良）に懸ける弛み無い努力の
積み重ねが、今日の人類繁栄の
背景に存在する。 

【ローヌ川のデルタ】 

⇒「つねに地中海の人間は沼地と  
  戦ってきた」 
  …地中海の農村史の本当の独自性 

51 出典：フェルナン・ブローデル  (著),  浜名  優美  (翻訳)  平成3年－7年  『地中海』（全5巻）  藤原書店  

「歴史地理学」と『国土教育』の概念 

 Fernand Braudelの歴史認識 
 「自然環境」（≒「国土」）を、人間の尺度（人間集団の尺度、人間社会の

尺度）で見つめ直すことが、真の歴史学「歴史地理学」である。 
 

 『国土教育』の骨格 
 歴史の目で見るからこそ、「国土」と人間との関係が、一歩引いた目線か

ら俯瞰的に見える。 

 例えば、人間と距離との戦いが「交通」であることは、現在の目線からの
みでは、明確に読み取ることはできない。 

 だからこそ、如何に「国土」が人間にとって重要で、「国土」への働きかけ
と「国土」からの恵みの相互作用によって人間の生活が保たれているか、
人類の幸せが担保されているかということを、われわれは深く認識しなけ
ればならない。＝ 『国土教育』の実践 

⇒ 初等・中等地理歴史科教育に携わる者の責務 

⇒ 大学・大学院で土木工学を学び、社会に出て国土整備・  
  国土管理に携わる者の責務 

52 

内村鑑三『デンマルク国の話』より 

  今、ここにお話しいたしましたデンマークの話は、私どもに何を教えますか。 
  第一に戦敗かならずしも不幸にあらざることを教えます。国は戦争に負けて
も亡びません。実に戦争に勝って亡びた国は歴史上けっして尠くないのであり
ます。国の興亡は戦争の勝敗によりません、その民の平素の修養によります。
善き宗教、善き道徳、善き精神ありて国は戦争に負けても衰えません。（中略） 
  第二は天然の無限的生産力を示します。富は大陸にもあります、島嶼にも
あります。沃野にもあります、沙漠にもあります。大陸の主かならずしも富者で
はありません。小島の所有者かならずしも貧者ではありません。善くこれを開発
すれば小島も能く大陸に勝さるの産を産するのであります。（中略）外に拡がら
んとするよりは内を開発すべきであります。 
  第三に信仰の実力を示します。国の実力は軍隊ではありません、軍艦では
ありません。はたまた金ではありません、銀ではありません、信仰であります。
（以下略）」 

1864年のプロシア・オーストリアとの戦いに敗れ、肥沃な南部２州を奪われた
デンマークが、工兵士官ダルガス父子の努力によって国土の過半を占める不
毛の荒野「ユトランド」への植林に成功し、小国ながらも豊かで平和的な国家
として再建した話 

【あらすじ】  

出典：内村鑑三 昭和51年1月 『後世への最大遺物・デンマルク国の話』 岩波書店 53 

Ⅱ章で伝えたいこと 

 自分は歴史の最先端に立っていて、その自分が未来を切り開
いていかなければならない、覚悟をもって前を向いて生きていか
なければならない 
⇒ 「自由」に生きる個人、自立した「国民」の育成 
 

 歴史の深層には「国土」というものがあって、これを絶え間無く
改善していかなければ、歴史の表面にある経済的出来事や政
治的出来事を本質的に変えていくことはできない 
⇒ 「国土」への気付き、「国土」への働きかけ 
 

 これらの実現のためには、信仰心に根ざした教育が不可欠で
ある（自利利他、隣人愛、・・・） 

＝ 「人」と「国土」と「信仰・教育」の重要性 

54 
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Ⅲ．アメリカの歴史・地理教育から学ぶ 

55 

詳しくは、JICE REPORT 第19号・第20号をご覧下さい。 

56 

アメリカ人の学ぶ「合衆国史」教科書（Grade５教科書） 

57 

アメリカ人の学ぶ「合衆国史」の構造（Grade５教科書） 

事件・出来事の歴史／英雄・偉人の歴史 

地理・国土（Geography）  

表面 

深層 

移住・移民（Migration）  

多様性（Diversity）  

第１章 
「アメリカの国土」 

シティズンシップ（Citizenship）  
最終章・最終節 

「シティズンシップと
民主主義」 

単元１ 

わ
が
国
土
と 

先
住
民 
500～ 

単元２ 

大
航
海
と
入
植 

1490～ 

単元３ 

イ
ギ
リ
ス
植
民
地 

1600～ 

単元９ 

現
在
へ
の
接
続 

1970～ 

単元８ 

20
世
紀 

1910～ 

単元７ 

国
家
の
改
変 

1860～ 

単元６ 

南
北
戦
争 

1830～ 

単元５ 

新
生
国
家 

1790～ 

単元４ 

独
立
革
命 

1765～ 

経済、科学技術 

宗教、文化 

政治、外交 

出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

合衆国史の主要テーマ１：「地理・国土（Geography）」 

 「合衆国史」教科書の最初（第１章）の学習テーマ             
⇒ 「アメリカの国土（America‘s Land）」 

 

つまり、歴史教科書の最優先学習課題として、         
「地理・国土（Geography）」が位置づけ。 

歴史の深層には必ず地理や国土と
いうものがあって、その上で相互
に影響を与え・受けながら、国民
の歴史が展開されてきた。 
という「合衆国史」教科書の構造 

58 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

  

 この教科書では、合衆国に暮らす国民のことを学びます。

この教科書を読んでいくうちに、合衆国民にとって国土がい

かに重要なものであったか、そして今も重要なものであるか

がわかると思います。合衆国を理解するには、地理を習得し

なければなりません。地理とは、世界とそこに住む人々や事

象について学習することです。地理学者は、地球のことを、

そして如何に地球が人類にとって住みよいものとなるかにつ

いて考えます。彼らは、場所とはどこで、どんな特徴がある

のかということを問いかけます。また、国土が人に如何に働

きかけ、また人が国土に如何に働き返すかについても問いか

けます。彼らの回答は、われわれが過去、現在、そして未来

をより理解するための手助けになるでしょう。 

第１章・Lesson１「国土と気候（Land and Climate）」 

59 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

フーバーダムの効用と環境への影響 

60 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 
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61 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

ハリケーンの発生メカニズムとその影響 アパラチア山脈が阻む西部移住 

出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 62 

独立戦争の軍事地理学的考察 

63 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 64 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

大陸横断鉄道の整備と移動時間 

パナマ運河の開通 

65 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

パナマ運河の開通に
より、ニューヨーク～
サンフランシスコ間の
航路が１３,０００マイ
ルから５,２００マイル
未満に短縮 

合衆国史の主要テーマ２： 「移住・移民（Migration）」  

氷河期にベーリング地峡を渡って南北アメリカ大陸
に移住してきた古代インディアン 

入植・植民地時代（１７～１８世紀） ⇒ イギリス系・
フランス系・オランダ系移民とアフリカ系奴隷 

１８世紀中頃から ⇒ ドイツ系・アイルランド系 

1880年代から ⇒ イタリア系・ユダヤ系・スラブ系 

第二次世界大戦後 ⇒ アジア系・ラテンアメリカ系 

アメリカ合衆国はいずれの時代も世界中
から多くの移民(Immigration)を受け入

れてきた 

66 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 
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 「移住・移民（Migration）」②  

１７世紀初めのイギリス植民地建設と同時に始まり、
１８９０年の「フロンティアの消滅」をもって終わりを告
げた西部開拓の歴史 

１９２０年代のアフリカ系アメリカ人の北部への大移
住 ⇒ 「ハーレム・ルネッサンス」 

１９３０年代のダストボウル・マイグレーション（グレート
プレーンズで断続的に発生した砂嵐に伴う農業崩
壊・離農・移住） 

移民たちは、より良い生活を目指して、
西部へ、北部へと大陸を移住
(Migration)していった 

67 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

氷河期にアメリカ大陸に移住してきた古代インディアン 

68 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

世界中から移民を受け入れてきたアメリカ合衆国 

69 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

合衆国史の主要テーマ３：「多様性（Diversity） 」  

世界有数の多民族国家   

 ヨーロッパ系（ドイツ系、アイルランド系、イギリス系、イタリ
ア系、フランス系） 

 ヒスパニック系 

 アフリカ系 

 アジア系 

 アメリカ・インディアン 

多様な宗教を抱える国 

 プロテスタント（バプテスト派教会、メソジスト派教会、  
ルター派教会ほか） 

 ローマ・カトリック 

 ユダヤ教 

 イスラム教 ほか 

民族と宗教の多様性
(Diversity)は、合衆国の

最大の強みの一つである 
70 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

 E pluribus unum （多数から一つへ）  

アメリカ合衆国の標語（motto） 
１３文字からなるラテン語（独立当時は１３州） 
英語 : Out of many, one 

 

人種・宗教・信条を超
えて一つの国家として
まとまろう 

71 

エ・プルリブス・ウヌム 

出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

「多様性（Diversity） 」②  

これまでの合衆国史の主流は「ワスプ・男性」                   
（White Anglo-Saxon Protestant） 

マイノリティや女性たちの歴史的役割
を評価、合衆国史の主流に位置づけ 

教科書（Grade５）全レッスンのうちの約６割で、  
「マイノリティや女性たち」の活躍が記述        
（アフリカ系、ラテン系、アジア系、インディアンなど） 

72 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 
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キング牧師「私には夢がある」 

73 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

合衆国史の主要テーマ４：「シティズンシップ（Citizenship）」 

「合衆国史」教科書の最終レッスンの学習テーマ             
⇒ 「シティズンシップ（Citizenship）」 

74 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

「シティズンシップ（Citizenship）」② 

民主主義国家の市民（Citizen）であることは、権利
（Right）と責任（Responsibility）を併せ持つことを意
味する。 

権利（Right）とは、法律によって担保された自由
（Freedom）のことであり、権利章典（Bill of Rights）
に書かれた宗教の自由、言論や報道の自由、平和
的に集会し抗議する権利、公正な裁判を受ける権利
を含む。 

責任（Responsibility）には、投票（Vote）、遵法
（Obey laws）、納税（Pay taxes）、陪審（Serve on 
juries）が含まれる。 

 

 75 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

「シティズンシップ（Citizenship） 」③  

投票権を持たない若者もボランティアを通して地域
や国家に貢献することが必要である。 

また、これからしっかり学習することで、大人（１８歳）
になった時に良い投票が可能となり、結果、民主主
義に貢献することも、合衆国をより良い国にすること
もできるようになる。 

 

 戦後の小学校社会科教科書（柳田国男監
修の小学６年生用教科書の最終頁）を思
い出させる。 

76 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

ゲティスバーグ演説 

77 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

９・１１の英雄たち 

78 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 
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高校の「合衆国史」教科書における『歴史的主題』 

（１） 多様性とナショナル・アイデンティティ 
  （DIVERSITY AND THE NATIONAL IDENTITY） 

（２） 世界情勢とアメリカ （AMERICA IN WORLD AFFAIRS） 

（３） 経済的機会 （ECONOMIC OPPORTUNITY） 

（４） 科学・技術 （SCIENCE AND TECHNOLOGY） 

（５） 女性と政権 （WOMEN AND POLITICAL POWER） 

（６） 移民と移住 （IMMIGRATION AND MIGRATION） 

（７） 州の権利 （STATES' RIGHTS） 

（８） 投票権 （VOTING RIGHTS） 

（９） 公民権 （CIVIL RIGHTS） 

79 出典： Holt McDougal, a division of Houghton Mifflin Harcourt 、“The Americans”（2008年版） 

高校の「合衆国史」教科書における『地理的主題』 

（１） 位置 （LOCATION） 

（２） 場所 （PLACE） 

（３） 地域 （REGION） 

（４） 移動 （MOVEMENT） 

（５） 人間と環境の相互依存関係 
   （HUMAN-ENVIRONMENT INTERACTION） 

この国では『国家の歴史は、国民（people）
や出来事（events）と同じように、地理
（geography）によって形作られる』という
明確な理念がある 

地理の５大テーマ 

80 出典： Holt McDougal, a division of Houghton Mifflin Harcourt 、“The Americans”（2008年版） 

アメリカ人の学ぶ地理教科書（中学・高校） 

81 

アメリカ人の学ぶ「世界地理」の構造（高校教科書） 

82  出典：McDougal Littell, a division of Houghton  Miffl  in Harcourt  『World Geography 2009』（2009年版） 

「人と環境（国土）との関わり 」という学習単元  

  テーマ１ テーマ２ テーマ３ 
（Unit２） 
合衆国と
カナダ 

■アメリカ大陸への先
住民の入植と農業に
よる国土の改変（農作
物の主要輸出国へ） 
 
    【米国、カナダ】 

■都市の建設（地下空
間利用が進む寒冷地・
モントリオール、スプ
ロール化が進むロサン
ゼルス） 
    【米国、カナダ】 

■内陸運河、大陸横
断鉄道、国道ネット
ワークの整備による
「距離の克服」 
 
    【米国、カナダ】 

（Unit４） 
ヨーロッパ 

■ポルダー（堤防や用
水路を用いて開拓し
た埋立地）整備による
国土創造の歴史 
 
       【オランダ】 

■運河建設によるヴェ
ネツィア（ベニス）の商
業的発展と今日的課
題（水害や水質汚濁な
ど） 
       【イタリア】 

■数百年にわたる森
林伐採と酸性雨の被
害によって木々が枯死
している「黒い森（シュ
ヴァルツヴァルト）」  
        【ドイツ】 

（Unit９） 
東アジア 

■長江に建設された
三狭ダムのプラス効
果とマイナス効果 
 
         【中国】 

■山地の島国に１億２
７００万人が暮らす日
本の都市生活(公害、
狭い住居、長距離通
勤、埋立)   【日本】 

－ 

83  出典：McDougal Littell, a division of Houghton  Miffl  in Harcourt  『World Geography 2009』（2009年版） 

オバマ合衆国大統領・就任演説（2009年1月） 

 新しい雇用を創造するだけでなく、

成長の新しい基盤を築くために我々は

行動する。我々は商業の糧となり、

我々を結びつける道路や橋、送電網や

通信網を造る。科学を本来あるべき地

位に引き上げ、医療の質の向上とコス

トを抑えるために素晴らしい技術を駆

使する。太陽、風、大地を使い自動車

を動かし、工場を稼働させる。新しい

世代の需要に合うように学校や大学を

変革していく。これらはすべて実現可

能だ。そして我々はこれらをすべてや

る。（NIKKEI NET訳） 

インフラ投資に対する確固たる姿勢 
84 
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オバマ合衆国大統領・就任演説（2009年1月）② 

 彼らは私たちのためにわずかな所持品をかばんにしまい、海洋を旅

し、新しい生活を探してくれた。彼らは私たちのために工場で汗を流し

て働き、西部を開拓し、むち打ちに耐え、硬い大地を耕してくれた。彼

らは私たちのためにコンコード、ゲティスバーグ、ノルマンディー、ケ

サンのようなところで戦い、命を落とした。これらの男女は私たちがよ

りよい暮らしを送れるよう何度も何度も苦闘し、犠牲を払い、手が腫れ

るまで働いてくれた。彼らの目に映る米国は、１人ひとりの大望の集積

もさらに大きいものだった。生まれや富や党派の違いを超越した国だっ

た。これが今日も我々が続けている旅だ。我々は依然として地球上で最

も繁栄し、強い国家だ。 

85 

過去と現在と未来をつなぐ壮大な物語 

オバマ合衆国大統領・就任演説（2009年1月）③ 

 アメリカよ。共通の危機に直面した今、この困難な冬に、我々はこの

時を超えた言葉を思い出そうではないか。希望と美徳によって、氷のよ

うに冷たい流れにもう一度勇敢に立ち向かい、いかなる嵐が訪れようと

も耐えようではないか。子々孫々が今を振り返った時に、我々が試練の

時に旅を終えることを拒否し、引き返すことも、たじろぐこともなかっ

たということを語り継がせようではないか。地平線に視線を定め、神の

慈悲を身に浴びて、我々は自由という偉大な贈り物を運び、将来の世代

に安全に送り届けたということを。ありがとう。神の祝福がみなさまに

あらんことを。そして、神の祝福がアメリカ合衆国にあらんことを。

（NIKKEI NET訳） 

オバマ大統領演説は｢合衆国史｣｢地理｣教科書の延長 

86 

過去と現在と未来をつなぐ壮大な物語 

87 出典：Houghton Mifflin Harcourt、“SOCIAL STUDIES -UNITED STATES HISTORY”（2008年版） 

 メイフラワー誓約（1620年）に含まれる「神の栄光
のため(for the glory of God)」という言葉。 

 アメリカ独立宣言（1776年）に含まれる「創造主に
よって(by their Creator) 」という言葉。 

 ゲティスバーグ 
 演説（1863年） 
 に含まれる「この 
 国に神の下で 
 (this nation,  

 under God)」 

 という言葉。 

「神の下なる一つの国家（国民）」 の歴史 現在の「神の下なる一つの国家（国民）」  

  「合衆国国旗への忠誠の誓い」に含まれる     
「one Nation under God」という言葉。 

 
 
 

 「E PUBLIBUS UNUM」と書かれたアメリカ合衆国
の硬貨の表側にある「IN GOD WE TRUST」という

もう一つのモットー。 
 

 大統領就任式 
 聖職者（牧師、神父、ラビ）の祈祷 
 宣誓（締めくくり）                   

⇒聖書に手を置き、「神よ、私をお助けください」 
88 

I pledge allegiance to the Flag of the United States of America, 
and to the Republic for which it stands, one Nation under God, 
indivisible, with liberty and justice for all. 

アメリカを形成するユダヤ・キリスト教的価値観  

 アメリカ合衆国という国は、多様性を重んじながら
統一を生み出すために、個個人の信教の自由を守
りながら国家全体の存在を神に根拠づけてきた。 
 

 言い換えれば、「神の視点」を持ち出すことによっ
て、多民族的・多文化的・多宗教的な集団からなる
アメリカ合衆国という国家の統合を図ってきた。 
 

 憲法起草者たちは政治と宗教を分離したとはいっても、  
人間は創造主の前には平等であり、人間を導くのは神の意
志であるということについては一点の疑問も持たなかった。 
 

 
89 

神の視点（曽野綾子氏） 

出典：曽野綾子『老いの才覚』（ベスト新書） 

 私は決してだれもが信仰を持つべきだ、
などと言うつもりはありません。しかし、
人間の視点だけで、人間の世界が見通せる
とはどうしても思えない。私たちは地形を
総合的に把握しようとする時、自分の身長
だけでは足らず、必ず高みに登ります。 
 それと同じように、神の視点というもの
があってこそ、初めて私たちは人間世界の
全体像を理解できるような気がしてならな
いのです。 

90 
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Ⅳ．国土教育の未来 

91 

今回、書き起こし 

新しい教育基本法、学校教育法、学習指導要領 

2006(平成18)年12月：教育基本法の改正（新教育基本法）  
  ・旧教育基本法（1947年制定）を戦後初めて（約60年ぶりに）全面改正 

（教育の目標：新設）  
第二条  教育は、その目的を実現するため、学問の自由を尊重しつつ、次に
掲げる目標を達成するよう行われるものとする。  
一  幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と
道徳心を培うとともに、健やかな身体を養うこと。  
二  個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自

律の精神を養うとともに、職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる
態度を養うこと。  
三  正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共

の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を
養うこと。  
四  生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと。  
五  伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するととも
に、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。 

92 

2006(平成18)年12月：教育基本法の改正（新教育基本法）    

教育を実施する際に基本となる事項について、 

 ①義務教育、学校教育、教員、社会教育、政治教育、宗教教育に関
する規定を見直した（例えば、 宗教教育に関しては、宗教に関する一般
的な教養は教育上尊重されるべきことを新たに規定 ）ほか、 

 ②新たに、大学、私立学校、家庭教育、幼児期の教育、学校・家庭・
地域住民等の相互の連携協力などについて規定 

新しい教育基本法、学校教育法、学習指導要領 

2008(平成20)年3月：小・中学校の学習指導要領の改訂   
（新学習指導要領）    

・教育基本法改正を受け、新たに義務教育の目標が規定されるとともに、
各学校段階の目的・目標規定が改正 

2007(平成19)年6月：学校教育法の一部改正  

2011(平成23)年4月：小学校で新学習指導要領が全面実施    

2012(平成24)年4月：中学校で新学習指導要領が全面実施    
93 

新しい学習指導要領 

【改訂前学習指導要領】 

  １年 ２年 ３年 計 

国語 
１４０ 
（４） 

１０５ 
（３） 

１０５ 
（３） 

３５０ 

社会 
１０５ 
（３） 

１０５ 
（３） 

８５ 
（2.4） 

２９５ 

数学 
１０５ 
（３） 

１０５ 
（３） 

１０５ 
（３） 

３１５ 

理科 
１０５ 
（３） 

１０５ 
（３） 

８０ 
（2.3） 

２９０ 

外国語 
１０５ 
（３） 

１０５ 
（３） 

１０５ 
（３） 

３１５ 

【新学習指導要領】 

  １年 ２年 ３年 計 

国語 
１４０ 
（４） 

１４０ 
（４） 

１０５ 
（３） 

３８５ 

社会 
１０５ 
（３） 

１０５ 
（３） 

１４０ 
（４） 

３５０ 

数学 
１４０ 
（４） 

１０５ 
（３） 

１４０ 
（４） 

３８５ 

理科 
１０５ 
（３） 

１４０ 
（４） 

１４０ 
（４） 

３８５ 

外国語 
１４０ 
（４） 

１４０ 
（４） 

１４０ 
（４） 

４２０ 

中学校の標準授業時間数（必修５教科） 

【改訂前学習指導要領】 【新学習指導要領】 

注：（ ）内は週当たりのコマ数。 

94 

新しい学習指導要領 中学校・社会科教育の改善ポイント 

地理的分野 

世界の地理的認識を深めるため、世界各地の人々の生活と環境との
かかわりや世界の諸地域の多様性について学ぶ項目を設ける。 

我が国の国土に対する認識を一層深めるため、日本の諸地域におけ
る特色ある事象を他の事象と有機的に関連付けて地域的特色をとらえ
ることができるよう内容の改善を図る。 

地図の読図や作図などの地理的技能を身に付けさせることを一層重
視するとともに、身近な地域の調査の学習において、諸課題を解決し地
域の発展に貢献しようとする態度を養うことができるようにする。 

歴史的分野 
現代社会についての理解が深まるよう、近現代の学習を一層重視する。 
我が国の歴史の背景にある世界の歴史の扱いを充実させる。  
さまざまな伝統や文化の学習を重視する。 

（国土教育面では・・・） 

公民的分野 
・・・・・ 

「・・・深入りしないこと。」「・・・基本的な理解
にとどめること。」「・・・網羅的な取扱いにな
らないようにすること。」「・・・詳細は取り扱
わないこと。」からの卒業 95 

新しい学習指導要領（中学・地理分野） 
  学習指導要領（平成10年改訂）  新学習指導要領（平成20年改訂） 

学習
指導
要領
抜粋 
（主な
改正
ポイン
ト） 

イ 都道府県 
 47都道府県の中から幾つかの都道府
県を取り上げ，地理的事象を見いだして
追究し，地域的特色をとらえさせるととも
に，都道府県規模の地域的特色をとらえ
る視点や方法を身に付けさせる。 
ウ 世界の国々 
 世界の国々の中から幾つかの国を取り
上げ，地理的事象を見いだして追究し，
地域的特色をとらえさせるとともに，国家
規模の地域的特色をとらえる視点や方法
を身に付けさせる。 

ウ 世界の諸地域 
 世界の諸地域について，以下の(ｱ)から(ｶ)の各
州に暮らす人々の生活の様子を的確に把握でき
る地理的事象を取り上げ，それを基に主題を設
けて，それぞれの州の地域的特色を理解させる。 
 (ｱ)  アジア 
 (ｲ)  ヨーロッパ 
 (ｳ)  アフリカ 
 (ｴ)  北アメリカ 
 (ｵ)  南アメリカ 
 (ｶ)  オセアニア 
ウ 日本の諸地域 
 日本を幾つかの地域に区分し，それぞれの地
域について，以下の(ｱ)から(ｷ)で示した考察の仕
方を基にして，地域的特色をとらえさせる。 
 (ｱ)  自然環境を中核とした考察 
 (ｲ)  歴史的背景を中核とした考察 
 (ｳ)  産業を中核とした考察 
 (ｴ)  環境問題や環境保全を中核とした考察 
 (ｵ)  人口や都市・村落を中核とした考察 
 (ｶ)  生活・文化を中核とした考察 
 (ｷ)  他地域との結び付きを中核とした考察 

96 
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新しい検定教科書（中学・地理分野） 

東京書籍 

47% 

教育出版 

15% 

帝国書院 

31% 

日本文教

出版 

7% 

 出版社別教科書採択割合（中学・地理分野） 

※公立中学校の教科書採択地区（全国５８５地区）のうち 
  当該出版社の教科書が採択されている地区数の割合 

出典：文部科学省ホームページ（採択地区一覧）、(株)学書ホームページ 97 

新しい検定教科書（中学・地理分野）－東京書籍－ 
  旧検定教科書（平成17年3月検定済）  新検定教科書（平成23年3月検定済） 

東京
書籍 
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  ２．ヨーロッパ州のようす 
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新しい検定教科書（中学・地理分野） －日本文教出版－ 

１５０～１５１ｐ 

出典：日本文教出版「中学社会 地理的分野」（平成23年3月検定） 117 

自然災害と防災 

新しい検定教科書（中学・地理分野） －日本文教出版－ 

２２６～２２７ｐ 
 

出典：日本文教出版「中学社会 地理的分野」（平成23年3月検定） 118 

中部地方：交通網の整備効果（農業、観光、物流） 

新しい検定教科書（中学・地理分野） －日本文教出版－ 

２３０～２３１ｐ 

出典：日本文教出版「中学社会 地理的分野」（平成23年3月検定） 119 

中部地方：濃尾平野「輪中」、富山ＬＲＴ 

新しい検定教科書（中学・地理分野） －日本文教出版－ 

２４４～２４５ｐ 

出典：日本文教出版「中学社会 地理的分野」（平成23年3月検定） 120 

近畿地方：淀川・大和川の治水 
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新しい検定教科書（中学・地理分野） －日本文教出版－ 

２５８～２５９ｐ 

出典：日本文教出版「中学社会 地理的分野」（平成23年3月検定） 121 

中国・四国地方：交通網の整備効果（物流、農水産業） 

新しい検定教科書（中学・地理分野）の特徴① 

47都道府県の中から
幾つか（3つ程度）の
都道府県を取り上げ 

 学習指導要領の改訂を踏まえ、いずれの教科書も、
日本を７つの地域（地方ブロック）に区分し、それぞ
れの地域について、国土の地理的特徴、各種産
業・文化の特色とその背景、交通インフラと地域の
つながり等について詳説。⇒大幅なページ増 
 

 地方ブロック単位の視点で見ることによって、また、
日本全国の地域を網羅的にカバーすることによって、
国土への働きかけ(の歴史)とその効果が鮮明に記
述されることに。 

日本を幾つかの地域（７つ
の地方ブロック）に区分し、
それぞれの地域について 

旧検定教科書 新検定教科書 
日本の 
諸地域 

122 

新しい検定教科書（中学・地理分野）の特徴② 

 「世界からみた日本のすがた」や「日本の諸地域」の
単元では、土木技術者を中心とする幅広い関係者
が作成（関与）した分析データや整理結果（図表）が、
学習教材として採用されている。 
 

 とりわけ、高速道路を代表とする交通インフラの整
備効果に関連する図表が数多く用いられている。 

123 

教科書の著作・編集関係者は、国土への
働きかけの歴史や効果に関する、全国単位
又は地方ブロック単位の優れた分析データ
や整理結果（図表）を求めている。 

 

その範囲は、交通分野だけでなく、防災、
都市、環境など幅広い。 

国土教育における 
「失われた10年」を取り戻す  
未来への希望 

単位は「国家」、国家を支える空間は
「地方ブロック」 

土木技術者の説明努力は、検定教科書に
反映され得る 

新しい検定教科書（中学・地理分野）は、 
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新しい検定教科書（中学・歴史分野） 

出典：文部科学省ホームページ（採択地区一覧）、(株)学書ホームページ 

東京書籍 

53% 
教育出版 

17% 

帝国書院 

14% 

日本文教 

出版13% 

清水書院 

1% 

育鵬社 

2% 

自由社 

0% 

出版社別教科書採択割合（中学・歴史分野） 

※公立中学校の教科書採択地区（全国５８５地区）のうち 
  当該出版社の教科書が採択されている地区数の割合 
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新しい検定教科書（中学・歴史分野） 

古代文明と城壁、都市インフラ（古代文明） 
植物栽培（縄文時代）、稲作（弥生時代）、古墳（古墳時代） 
渡来人が灌漑用のため池をつくる技術を伝えた（５世紀頃） 
大野城と水城（７世紀） 
平城京の整備、五畿七道、行基のみちぶしん（奈良時代） 
平清盛による兵庫港整備（平安時代末期） 
農村における灌漑用水路の整備や管理（室町時代） 
戦国大名による治水・かんがい工事、信玄堤（戦国時代） 
五街道の整備、東回り航路・西廻り航路（江戸時代） 
河川改修、新田開発と耕地面積の倍増（江戸時代） 
産業革命と鉄道、スエズ運河、アメリカ大陸横断鉄道（欧米諸国） 
鉄道の開通、汽船の運航、電信網整備、北海道開拓（明治維新） 
鉄道ネットワークの整備と国有化（明治時代） 
電気、ガス、水道の普及（大正～昭和時代初期） 
関東大震災後の復興・都市計画（大正～昭和時代初期）  
郊外電車、地下鉄、ターミナル駅（大正～昭和時代初期） 
ニューディール政策／大規模な公共事業（アメリカ） 
東海道新幹線と高速道路の整備（昭和／戦後） 
阪神・淡路大震災、東日本大震災（平成） 等 

「国土」と「国土への働きかけ」に関する主要な記述 

126 
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新しい検定教科書（中学・歴史分野）の特徴 

 いずれの教科書も、歴史上の著名な人物や文化遺
産等を主人公とする「政治史・人物史」「事件・出来
事史」となっているため、国土形成の歴史や社会資
本の役割や効果、社会資本整備に携わってきた
人々の苦労などを体系的に学習することは難しい。 
 

 現代（戦後）のインフラ整備に関する記述が極めて
少ない。 
 

 テーマ（発展）学習やトピックには、興味深い学習内
容もある。 
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信玄堤（清水書院、育鵬社） 
宝暦治水にみる水とのたたかい（帝国書院） 
日本の衛生行政の始まり－長与専斎（日本文教出版） 
お雇い外国人（育鵬社） 
八田輿一（育鵬社、自由社） など 

日本の歴史は、「誰か(偉人）」が「何か（治世）」をし
た、してくれたという「政治史・人物史」「事件・出来
事史」。その中に「国土への働きかけ」に関する記述
が「なお書き」で点在しているイメージ。 

 

アメリカの歴史は、過去の合衆国民（今の自分のＤ
ＮＡと繋がる）が自国のために、国土や国民に働きか
けてきた努力の物語 。 

 

歴史と地理（時間と空間）を一体として捉えること
で、また、「制度インフラ」の前提として、その背景と
なる「装置インフラ」の存在・変化を丁寧に扱うこと
で、国家や国土、国土への働きかけに対する国民の
認識は変わりうる。 

歴史のとらえ方（日本とアメリカの相違） 

128 

国土学の教科書 『国土と日本人』（大石久和著） 
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新しい検定教科書（中学・公民分野） 

出典：文部科学省ホームページ（採択地区一覧）、(株)学書ホームページ 

東京書籍 

55% 教育出版 

18% 

帝国書院 

9% 

 日本文教

出版14% 

清水書院 

2% 

育鵬社 

2% 

自由社 

0% 

出版社別教科書採択割合（中学・公民分野） 

※公立中学校の教科書採択地区（全国５８５地区）のうち 
  当該出版社の教科書が採択されている地区数の割合 
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新しい検定教科書（中学・公民分野） －東京書籍－ 

社会資本 

出典：東京書籍「新しい社会・公民」（平成23年3月検定） 131 

［市場と政府］もし政府が存在せず、人々の必要とするものやサービスがすべて民間
企業によって供給されるとしたら、どのようなことになるでしょうか。 

 学校はすべて私立になりますから、学費が高くなるなどして教育を受けられない人
が出てくるでしょう。通学したり買い物に行ったりするための道路も、まったく建設され
ないか、建設されても、民間の道路会社に通行料を払わなければならなくなります。
この通行料は輸送される商品の価格に反映されますから、わたしたちはその分、高
い商品を買わされることになります。有料の遊園地やレジャーランドはつくられるで
しょうが、子どもたちの遊ぶ無料の公園はまちから姿を消すことになるでしょう。さら
に、公的な社会保障がないために、高齢者や、病気、けがで働くことのできない人た
ちは、生活していくことが困難になります。 

 市場経済においては、人々は市場での売買をとおして必要なものやサービスを手
に入れ、価格の変化によって生産資源の効率的な利用が図られます。しかし、市場
の売買だけでは、人々の豊かなくらしは成り立ちません。市場では供給されにくい公
共施設（社会資本）をつくったり、医療や教育などの公共サービスを提供したり、ある
いは社会保障のための支出を行ったりして、国民のくらしをよくするのは、政府の重
要な役割です。 

※朱書き、アンダーラインは編集。 

新しい検定教科書（中学・公民分野） －教育出版－ 

社会資本 
［社会資本とは］わたしたちの生活や産業を支える基盤となり、だれもが共同で利用
できる公共施設のことを社会資本、サービスのことを公共サービスといいます。これ
らは、民間の企業によって利益を得る目的で供給されるのではなく、国や地方公共
団体による公共事業として、私たちの生活を向上させるために、公平に供給される
必要があります。 

［社会資本の充実のために］戦後の日本では、大規模な工業用地や港湾をはじめ、
産業に関連する社会資本が優先的に整備されてきました。その結果、工業生産を中
心に経済が大きく成長した一方で、生活に関連する社会資本の整備は後まわしにさ
れてきた面があります。今後は、福祉施設や病院などの社会資本を含めた、生活環
境全体の整備と充実が必要です。 

 その際、年齢や、障がいがあるかないかにかかわらず、みな同じように社会の一員
として自立した生活が送れるようにすること（ノーマライゼーション）が大切です。例え
ば、階段に車いす用のスロープを付けたり、歩道から段差をなくしたりするなど、現在
ある物理的・心理的な「壁」を取り除くこと（バリアフリー）や、初めからだれもが利用し
やすい設計にすること（ユニバーサルデザイン）は、すべての人にとって、暮らしやす
いまちづくりにつながっていきます。 
［写真］熊本市内を走る路面電車、［写真］段差がほとんどない乗降口、［図］社会資本の整備
に使われている予算の推移、［図］主な国の社会資本と公共サービスの整備率（下水道普及
率、道路舗装率、一人当たりの公園面積、人口10万人当たりの図書館数） 

※朱書き、アンダーラインは編集。 出典：教育出版「中学社会 公民 ともに生きる」（平成23年3月検定） 132 
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新しい検定教科書（中学・公民分野） －帝国書院－ 

社会資本 

出典：帝国書院「社会科 中学生の公民」（平成23年3月検定） 133 

［社会資本の整備］私たちの生活は、道路や下水道、公園、文化会館などの社会資
本によって支えられています。こうした社会資本の整備は公共事業とよばれ、国や地
方公共団体の歳出、そして財政投融資計画のお金でまかなわれています。高度経
済成長期には、道路が社会資本整備の約4割をしめていました。しかし、現在ではそ
の比率は低下し、下水道環境衛生などの比率が高くなっています。 

［これからの社会資本のあり方］このように、時代の変化とともに、求められる社会資
本と公共事業は変化していきます。これからは、持続可能な社会を築くために、地球
温暖化対策などの環境対策にも力を注ぐことが重要です。また、広い地域を結び航
空路の拠点となる機能をもつ国際空港や港湾の整備など、グローバル化のなかで
日本の国際競争力を維持するための公共投資など、21世紀にふさわしい公共事業
を行う必要があります。 

 社会資本は、税金などの国民のお金を使って整備するものですから、どのような社
会資本が必要なのか、私たちもよく考える必要があります。 
［コラム］拡大する羽田空港、［図］社会資本整備の割合、［コラム］環境型社会資本、都市の取
り組み（神奈川県横浜市） 

※朱書き、アンダーラインは編集。 

新しい検定教科書（中学・公民分野） －日本文教出版－ 

社会資本 
［社会資本の整備］多くの人びとが社会的に共同で利用する施設を、社会資本とい
います。社会資本の整備は、個人や企業努力だけでは達成しにくいために、これま
では国や地方公共団体が公共事業として整備してきました。社会資本には、高速道
路、港湾や工業用水など、産業活動の基盤となるものがあります。また、上下水道、
街路や公園や緑地、学校・図書館・体育館、病院や老人ホームなど、衛生、環境、教
育・文化、社会福祉などの生活基盤となる施設もあります。 
［私たちが生かす社会資本］現在、産業基盤は充実し、生活基盤の施設もかなり
整ってきました。これらの施設をじょうずに活用していくためには、コミュニティやボラ
ンティア、ＮＰＯ（非営利組織）など、地域社会の支援組織が欠かせません。今後、社
会資本の整備には、既存設備の活用を含めて、人びとの生活の質を向上させること
を重要な目標にして、地域社会の支援組織と協力することが不可欠です。特に、都
市の景観や環境、防災、高齢者福祉、子育て、男女共同参画社会などの分野での
協力が必要になってきています。 
［図］教育の整備、［図］社会資本の整備とＮＰＯの役割、［写真］公共事業の見直しを報じる新
聞（2009年） 公共事業のあり方や要不要をめぐって、費用と効果の面で議論がさかんです。 

※朱書き、アンダーラインは編集。 

出典：日本文教出版「中学社会 公民的分野」（平成23年3月検定） 134 

新しい検定教科書（中学・公民分野） －清水書院－ 

社会資本 
［これからの社会と社会資本］社会資本とは、道路・上下水道・学校など生活や産業
の基盤となる公共的な施設のことである。 
 高齢者や障がい者など、すべての人が利用しやすい交通手段の整備やバリアフ
リー化、地震や洪水などによる災害を未然にふせぐ街づくりなど、地域の特性や実
情を考慮しながら、人びとが安心してくらせるように、生活者の視点に立って社会資
本を充実させていくことが求められている。 

※朱書き、アンダーラインは編集。 

出典：清水書院「新中学校 公民 改訂版 日本の社会と世界」（平成23年3月検定） 135 

新しい検定教科書（中学・公民分野） －育鵬社－ 

社会資本 
［社会資本と公共サービス］市場経済は、市場のはたらきによって成り立っていま
す。しかし、それだけで望ましい結果が達成できるわけではありません。市場のはた
らきには限界があり、市場で購入できる財やサービス(私的財)の消費だけから、生
活の豊かさが得られるわけではありません。 
 それをおぎなうのは政府の役割です。公共財である学校や図書館、公園や病院な
どを充実させることによって、私たちの生活は真に豊かなものとなります。このような
施設を一般に社会資本とよびます。社会の基盤づくりのための活動を行うのも、政
府の重要な仕事のひとつです。 
［写真］暮らしの中にある社会資本 日本では、産業道路や港湾・空港の整備など、産業基盤
のための社会資本の整備はかなり行われてきました。より高度な産業基盤のために、今後は
科学技術の研究・開発や教育の充実が重要です。 

※朱書き、アンダーラインは編集。 

出典：育鵬社「中学公民 新しいみんなの公民」（平成23年3月検定） 136 

新しい検定教科書（中学・公民分野） －自由社－ 

社会資本① 
［生活と生産を支える社会資本］みなさんの住む地域には、古くからある道路や橋、
溜め池や用水、堤防などがありますか。そのそばにその完成を祝ったり、建設を指
導した人を讃えた石碑がありませんか。昔から人々は、生活と生産のために必要な
大規模な工事を、地域の共同体で協力して行ってきました。そうしてつくられ、社会が
共同で利用する施設・設備・財産を総合して社会資本（インフラストラクチャー）とい
います。 
 今日の社会資本には、上下水道、ごみ処理場のように国民の日々の生活に欠か
せないもの、港湾施設、工業用水など産業基盤として生産活動に欠かせないもの、
さらには道路、鉄道、空港、電気の供給、電話やインターネットなどの通信の施設・
設備など、国民生活にも生産活動にも共に欠かせないものがあります。 
 また、学校、図書館、博物館、公園、運動場などのように多くの人が使う教育・文化
施設も社会資本です。保健所や病院のような保険・医療施設も社会資本です。その
ほか、自然環境保護の観点から行う自然環境の補修・整備や、遺跡、寺院などの文
化財・文化遺産の保護・整備なども、過去から未来へと持続していく社会のための社
会資本の整備として考えられます。 

※朱書き、アンダーラインは編集。 

出典：自由社「中学社会 新しい公民教科書」（平成23年3月検定） 137 

新しい検定教科書（中学・公民分野） －自由社－ 

社会資本② 
［社会資本充実のための費用］社会資本の建設と維持には巨額の費用がかかるた
め、多くの場合、通常の収益事業として行うことができません。なかには、電気・ガ
ス・水道や公共交通機関などのように、使用料金を徴収して施設・設備の建設費や
運用の費用をまかなう場合もありますが、多くのものは、国や地方公共団体によって
税金や公債からなる公的資金を投入して整備されています。特に道路、港湾施設、
ダムなど長期にわたって巨額の費用がかかる建設事業は公共事業と呼ばれ、公的
資金を主な財源として、長期にわたって投資したり融資したりしてまかなわれます。 
［求められる質の充実］快適な生活という意味から、最近では、社会資本の質も問わ
れるようになりました。公共交通機関や公共の施設・設備は、高齢者や障害のある
人たちも利用しやすいように、段差をなくしたり、点字の併記を設けるなどのバリアフ
リー化が進んでいます。2000（平成12）年には、高齢者や障害者も公共交通機関を
利用しやすくするため、交通バリアフリー法が制定されました。 
［写真］東京たま広域資源循環組合の二ツ塚処分場、［写真］羽田空港、［表］社会資本の種
類、［図］公共投資の分野別配分の推移、［図］公共投資予算額の推移、［表］教育関連施設数 

※朱書き、アンダーラインは編集。 

出典：自由社「中学社会 新しい公民教科書」（平成23年3月検定） 138 
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新しい検定教科書（中学・公民分野）  

財政の役割 
東京書籍 

①社会資本や公共サービスの提供 
②景気の安定化 
「租税と公正」については、前頁の「政府の経済活動と租税」で記述。 

教育出版 

①資源再配分機能（道路・ダム・港などの社会資本、・・・） 
②所得の再配分機能 
③経済の安定化機能 

帝国書院 
①社会資本や公共サービスの提供 
②所得の格差の是正 
③財政政策 

日本文教
出版 

②社会資本の建設（道路や住宅・上下水道、・・・）、公共サービスの提供 
③貧富格差の是正、社会保障 
④経済の大きな変動の防止 
※経済にかかわる政府の仕事の①番は「経済関連法制度の整備」 

清水書院 

①社会資本や公共サービスの提供 
②所得の再配分（所得の格差の是正） 
③景気の変動調整 

育鵬社 
明示的な表現はないが、「公共財の提供」、「税負担の公平」及び「景気変動の調整」
についての記述あり。 

自由社 

①公共財の提供（道路、橋、港湾施設、上水道、下水道、・・・など） 
②所得の再配分 
③景気変動の調整 
④財政投融資（巨大なダムの建設、高速道路の建設、・・・など） 

出典：東京書籍「新しい社会・公民」（平成23年3月検定）ほか 139 

新しい検定教科書（中学・公民分野）  

景気変動と公共事業 

東京書籍 
○不景気（不況）・・・減税、公共事業への支出（公共投資）を増やす 
○好景気（好況）・・・増税、公共事業の削減 

教育出版 
○好況の時・・・増税、公共事業などの歳出減 
○不況の時・・・減税、公共事業などの歳出増 

帝国書院 ○不況の時・・・減税など 

日本文教出
版 

○不景気（不況）時・・・公共事業を盛んにする、減税 
○インフレの危機がある時・・・公共事業をひかえる、増税 

清水書院 
○不景気の時・・・財政支出を増やす、減税 
○インフレ傾向の時・・・財政支出を減らす 

育鵬社 
○不況の時・・・公共事業への支出（公共投資）を増やす、減税 
○景気過熱（インフレ）の時・・・公共事業をひかえる、増税 

自由社 
（明示的な記述はない。） 

出典：東京書籍「新しい社会・公民」（平成23年3月検定）ほか 140 

新しい検定教科書（中学・公民分野）  

財政赤字（国債）の要因と公共事業 

東京書籍 
収入は原則として税金によってまかなわなければなりません。しかし、税金だけでは
必要な収入を得ることができない場合、政府は税収の不足を補うために公債（国の場
合は国債、地方公共団体の場合は地方債）を発行して借り入れを行います。 

教育出版 
社会保障関係費などの歳出の増加や、度重なる景気対策などのため、深刻な財政赤
字が続き、公債の発行残高が年々増加しています。 

帝国書院 
日本の財政がかかえる大きな問題は、税収が歳出をまかなうのに十分でないため、
財政赤字が拡大していることです。それを補うために国債を発行しなければなりませ
ん。 

日本文教
出版 

国が公共事業に必要なお金を国債でまかなうのは、家計が住宅の建設費用を住宅
ローンとして借り入れることに似ています。また、不景気で税収が減るとやむをえず国
債を発行しなければならないこともあります。 

清水書院 

財政の規模が大きくなり、租税収入だけではまかないきれなくなると、政府は国債を
発行して民間から借金をするようになった（赤字財政）。不景気がつづき租税収入が
減少し、多額の国債が発行されて、国の財政を大きく圧迫している。 

育鵬社 

国や地方公共団体には、道路や河川の改修などの大規模な建設事業を行うときや、
景気対策で支出を増やさなければならないときなど、税金だけで財政支出をまかなえ
ないときがあります。このような場合、国や地方公共団体は、収入の不足を補うため
に公債を発行し、・・・。（中略）国債や地方債の残高は年々増加しており、果たして返
済できるのかという懸念もあります。 

自由社 
行政の仕事の増加→行政組織の複雑化、行政の権限・費用・人員の肥大化→財政
赤字の深刻化 【記述の大枠】 

出典：東京書籍「新しい社会・公民」（平成23年3月検定）ほか 141 

新しい検定教科書（中学・公民分野）の特徴 

 学習指導要領に基づき、すべての教科書（７社）が
『社会資本』に関する記述を展開しているが、その
内容（説明の仕方や分量など）は出版社によって異
なる。 

 また、「産業基盤としての社会資本はかなり整備さ
れた」とする教科書が少なくない。 
 

 「財政の役割」について、ほとんどの教科書が社会
資本整備を含む「資源再配分機能」を第１位に位
置づけている。 

 ほとんどの教科書が「不況（デフレ）時には公共事
業を増やす」とする財政政策を明示している。 

 財政赤字（国債発行）の要因の捉え方／説明の仕
方は、教科書によって異なる。 

142 

新しい検定教科書（中学・公民分野） －育鵬社の例－  

メディア・リテラシー 
 日本でも戦前・戦中の一時期、あるいは終戦後の占領期に、政府や
ＧＨＱによりきびしい言論統制が行われました。そのため、国の進路
を左右する重大な場面でも、正しい世論が形成されず、大きな反省に
つながる結果をまねいたという事例があります。 

 今の日本では、広く言論や報道の自由が認められていますが、マス
メディアがある事件について同じ事実を伝えても、分析や解釈や結論
のちがいが報道の差となって表れることがあります。それにより、受
け手がまったくちがった印象をもつこともあります。 

 また、マスメディアから得られる情報が常に正しいとは限りませ
ん。マスメディアが自社の思惑に基づいて一面的な情報を流す世論操
作が行われたり、購読者や視聴者を増やすため、人々の興味を引く内
容を大きく取り上げ、重要な情報を小さくあつかうこともあります。 

 国民はマスメディアの情報をうのみにするのではなく、なるべく種
類や立場のちがう複数のメディアから情報を得るなどして、きちんと
判断する能力（メディア・リテラシー）をもつことが大切です。 

【  育鵬社：平成23年3月30日検定済】 

※色書き、アンダーラインは編集。 
出典：育鵬社「中学公民 新しいみんなの公民」（平成23年3月検定） 143 

「メディ・リテラシー」に関連する記述は、中学・公民分野の全て
の教科書において取り上げられています。 

メディアに関する全国世論調査（新聞通信調査会2011） 

 各メディアの信頼度 

73.5

70.9

63.6

61.6

58.2

46.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

NHKテレビ

新聞

民放テレビ

ラジオ

インターネット

雑誌

（点）

全く信頼 
していない 

中間 
全面的に 
信頼している 

NHKテレビ 

新聞 

74.3 

72.0 

出典：２０１１年 メディアに関する全国世論調査（公益財団法人 新聞通信調査会） 

 各組織、団体の信頼感 

国 信頼層 不信層 

病院 75.4％ 18.1％ 

報道機関 67.4％ 25.4％ 

裁判所 60.6％ 25.8％ 

警察 52.2％ 39.9％ 

中央官庁 25.0％ 55.8％ 

国会 20.4％ 71.7％ 

政党 12.0％ 77.9％ 

民放テレビ 

ラジオ 

雑誌 

インターネット 

63.8 

63.1 

56.3 

44.1 
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アメリカ国内の組織・制度への信頼度（ギャラップ2012） 
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最新データ 
（２０１２年６月） 

７５％(軍隊) 

５６％(警察) 

４４％(宗教団体) 

２１％(銀行) 

１３％(議会) 

出典：http://www.gallup.com/poll/155258/confidence-public-schools-new-low.aspx 
「ギャラップ調査」：全米の約1,000人を対象としたランダムサンプリング調査（電話インタビュー） 

６３％(中小企業) 

４１％(医療制度) 
３７％(大統領府) 

２５％(新聞) 

３７％(最高裁判所) 
２９％(刑事司法制度) 
２９％(公立学校) 

２１％(ＴＶニュース) 
２１％(労働組合) 
２１％(大企業) 
１９％(健康管理 
        機関) 
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世界各国における組織・制度への信頼度（2000年） 

出典：社会実情データ図録（アルファ社会科学株式会社 本川裕 作成) http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/5215.html 

（注）各国の全国18歳以上男女1,000サンプル程度の回収を基本とした意識調査の結果である。数字は各組織・制度に関し「非常に信頼する」と 
   「やや信頼する」の回答率の合計。各組織・制度は日本の信頼度の高い順に並べた。軍隊は日本の場合、自衛隊についてきいている。 
（資料）電通総研・日本リサーチセンター編「世界60カ国価値観データブック」 

国 新聞・雑誌 

日本 70.2％ 

米国 26.3％ 

英国 14.2％ 

フランス 35.2％ 

ドイツ 35.6％ 

新
聞
・
雑
誌 

宗
教
団
体 

労
働
組
合 

軍

隊 

大
企
業 

警

察 

国
連 

行
政 

国
会 

日本 

ドイツ 

フランス 

英国 

米国 

70.2 61.5 48.1 46.4 33.5 29.4 25.3 
19.7 

9.0 

新
聞
・
雑
誌

軍
隊

警
察

国
連

労
働
組
合

行
政

大
企
業

国
会

宗
教
団
体

26.3 

81.4 71.4 55.2 36.6 52.1 52.4 37.1 
75.3 

新
聞
・
雑
誌

軍
隊

警
察

国
連

労
働
組
合

行
政

大
企
業

国
会

宗
教
団
体

14.2 
81.1 67.7 49.5 

25.3 41.6 35.0 34.6 32.3 

新
聞
・
雑
誌

軍
隊

警
察

国
連

労
働
組
合

行
政

大
企
業

国
会

宗
教
団
体

35.2 
62.0 66.2 50.2 33.1 44.8 45.5 38.6 43.9 

新
聞
・
雑
誌

軍
隊

警
察

国
連

労
働
組
合

行
政

大
企
業

国
会

宗
教
団
体

35.6 52.5 
73.4 

47.0 34.3 37.5 34.1 34.3 38.1 

新
聞
・
雑
誌

軍
隊

警
察

国
連

労
働
組
合

行
政

大
企
業

国
会

宗
教
団
体

146 

世界の新聞発行部数「Ｔｏｐ10」 （世界新聞協会2011） 

１位：読売新聞（日本）：約1000万部 

出典：“World Press Trends 2011” ：The World Association of Newspapers and News Publishers（WAN-IFRA） 

    ※：米国ABC（Audit Bureau of Circulations）発表の2011年3月期（2010年10月～2011年3月）の新聞発行部数 

 

２位：朝日新聞（日本）：約750万部 

４位：毎日新聞（日本）：約350万部 

６位：日本経済新聞（日本）：約300万部 

アメリカの新聞社で発行部数トップ3は、ウォール・ストリート・ジャーナル（約210万部）、 
USAトゥデイ（約180万部）、ニューヨーク・タイムズ（約90万部）。 

９位：中日新聞（日本） 
      ：約280万部 

７位：Ｔｈｅ Ｓｕｎ（英国）：約300万部 

※ 
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国土への働きかけが「いかにあるべきか」（程
度・対象・手段など）は、主権者である国民の
判断。 

このため、国民が判断できるだけの情報が、
必要な質と量、必要なタイミングで届けられ
ていなければならない。 

そして、国民は、メディア情報を鵜呑みにせ
ず、主体的に（批判的に）読み解いて、これを
活用する能力を持たなければならない。 

メディア・リテラシーと国土教育 
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■ 輿論（よろん） 

伝統的な中国語 

「よろん（輿論）＝public opinion」 

「責任ある公論」（福澤諭吉『文明論之概略』） 
 維新のスローガン「公議輿論」は五箇条の御誓文で「広く会議を興し、万機公論に決

すべし」と表現された。つまり「輿論」とは尊重すべき公論だった。 

■ 佐藤卓己氏の『輿論と世論 日本的民意の系譜学』 
                   （平成20年9月、新潮選書） 

■ 世論（せろん、せいろん） 

明治日本の新語 

「せいろん（世論）＝popular sentiments」 

「世上の雰囲気」（福澤諭吉『文明論之概略』） 
 軍人勅諭の「世論に惑はず、政治に拘らず」が示す通り、「世論」とは暴走を阻止す

べき私情であった。 

■ 敗戦後、当用漢字表で「輿」が制限漢字となったことをきっかけに、「輿論
（よろん）」が「世論」になって「世論（よろん）」になってしまった。 

「輿論（よろん）」と「世論（せろん）」を明確に区分し、
「輿論」を形成していこう 

「輿論（よろん）」と「世論（せろん）」 

149 出典：佐藤卓己『輿論と世論 日本的民意の系譜学』 （平成20年9月、新潮選書） 

あらためて、国土教育とは・・・ 

 国土への働きかけと国土からの恵み、 

 脆弱な国土と厳しい自然環境、 

 苦難を克服してきた先人たちの歴史、 

 将来世代への豊かな国土の継承、 

 こうしたことに素直に気づき、学び、そし
て行動することのできる芯(信)のある日
本人を育てていくこと 
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最も尋常平凡なものは採録されない（柳田国男） 

 
 
 

新聞は決して前代の史官のように、伝うるに足
る事蹟の選択はしないのだが、それでも生活の
最も尋常平凡なものは、新たなる事実として記
述せられるような機会が少なく、しかもわれわ
れの世相は常にこのありふれたる大道の上を推
移したのであった。そうしてその変更のいわゆ
る尖端的なもののみが採録せられ、他の碌々と
してこれと対峙する部分に至っては、むしろ反
射的にこういう例外のほうから、推察しなけれ
ばならぬような不便があったのである。 

     出典：柳田国男「明治大正史世相編（上）」講談社 151 

経験の幅が狭くなった日本人（曽野綾子氏）  

152 

  

     出典：読売新聞2013年1月1日～4日 「新春対談２０１３」 曽野綾子さん×橋本五郎編集委員 

この頃、国民も不勉強です。私は戦前のむちゃく
ちゃな貧乏や、もっとひどかった戦中を知ってい
るから何でもないのですが、今はたくさんの人た
ちが「バブルしか知らない」とか「バブルがはじ
けてからの日本しか知らない」という人さえ出て
きた。だから、経験の幅が恐ろしく狭く気の毒で
す。（中略）私はせめて、各県に未舗装の道を 
１０キロくらいずつ残しておいて、修学旅行の
時、そこを走らせたいですね。スコップを積んで
おいて、何かあったらちゃんと生徒に土木工事を
させるんです。（中略）地球ができた時から、道
は舗装されていると思っているんです。 

過去の歴史に自分を置いてみる。  
外国(インフラ未整備)で数ヶ月生活してみる。 
田舎で暮らす。 

 

「経験する」ということ 
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「言霊」という迷信からの脱却 

「死」「戦争」「軍隊」 「宗教」 「国家」 
「原発」「公共事業」「土木」・・・ 

本来、忌避すべきではない言葉(事項) 

それを忌避していないか？ 

何か(誰か)に遠ざけられていないか？ 

それに気付いていないのではないか？ 

将来世代のために、今、自分は、
何をなすべきか？ 
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国土あってこそ、国土に働きかけてこそ、それを教えてこそ 

「地を離れて人なく、
人を離れて事なし、
故に人事を論ぜんと
欲せば、先ず地理を
観よ」（吉田松陰） 
 

 
（『幽囚録』（1854）より） 155 
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http://www.public-domain-photos.com/travel/death-valley/sand-dunes-5-free-stock-photo-4.htm

